
総合カタログ 2025

［エアコンの使用対象について］●このカタログには対人専用冷暖房装置を掲載しています。●食品・動植物・精密機器・美術品等の
保存等の特殊用途には使用しないでください。品質低下等の原因になることがあります。●車輌、船舶の空調用等としては使用し
ないでください。水漏れ、漏電の原因になります。●人と動植物と共生している場合は異常停止の警報ブザーを設置する等、人がエ
アコンの運転状況を確認できる時のみ使用願います。詳しくは販売店にご相談ください。［ご使用に際して］●ご使用の前に『取扱説
明書』をよくお読みいただき､内容に従って正しくご使用ください｡●本商品の機内の保守・点検、修理には専門技術が必要です。
必ず購入された販売店にご相談ください。●改造をしないでください。水漏れや感電・火災の原因になります。［据付けに際して］●据付
けは、販売店または専門業者に依頼してください。ご自分で据付け工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災の原因になります。
●電気工事は電気工事士の資格のある方が電気設備技術基準「内線規定 JEAC8001（最新のもの）」及び据付説明書に従っ
て施工してください。関連法規に従って漏電しゃ断器（インバーターの場合は高調波対応品）およびアースを設置してください。●空
気清浄機、加湿器、暖房用補助ヒーターなどの別売品は必ず、当社指定の製品を使用してください。また、取付工事は、販売店また
は専門業者に依頼してください。ご自分で工事をされ、不備があると水漏れ、感電、火災の原因になります。●パッケージエアコンに
使用している冷媒（R32）は、それ自体は無毒の安全な冷媒ですが、万一室内に漏れた場合、その濃度が許容値を超えるような小
部屋では、窒息等の危険があり、許容値を超えない対策が必要です。詳細は技術資料、JRA GL-20:2022、JRA GL-16:2023、
JRA 4070:2023 (https://www.jraia.or.jp/index.html）をご覧になるか、または、弊社窓口へお問い合わせください。指定の冷媒
以外は絶対に使用（追加補充・入替え）しないでください。指定の冷媒以外を使用された場合、機器の故障や安全性の確保に重大
な障害をもたらすおそれがあり、弊社は一切その責任を負いません。 ［ご使用場所について］●可燃性ガスの洩れるおそれや引火物の
あるところへは据付けないでください。●可燃性ガスの発生、流入、滞留のおそれのある場所やカーボン繊維が浮遊する場所では火
災の原因になることがあります。●当社及びグループ関係会社でない者が冷媒回路に熱交換器や当社指定外の部品などを増設
する行為や冷媒に添加剤などを注入する行為に対し、当社及びグループ関係会社は、性能や安全性及び信頼性の評価や保証及
びメンテナンス等の対応を行いません。従って、これらの改造行為が実行された後の故障・誤動作などの不具合や事故について、
当社及びグループ関係会社やこれらの改造行為に関与していない販売店・工事会社は、一切その責任を負えません。

●本カタログ掲載商品の価格には、配送・設置調整費、パイプ・工事費、使用済み商品引取り費等は含まれておりません。●ヒートポンプ式暖房機は、外気温度が下が
るにつれて暖房能力も低下します。外気温度が低くなり、暖房能力が不足する場合は他の暖房器具を併用してください。●エアコンは油の飛沫や油煙のたちこめる場
所(調理場や機械工場や腐食性のある化学物質を使用する場合)へ据付けないでください。●湿気の多い所では冷房時結露しやすくなるので注意してください。●電磁
波を発生する機器の近くにエアコンを設置する場合、エアコンがノイズ障害を受けないような注意が必要です。●降雪に対しては室外機の空気吸込み口をふさいだり、
雪が入り込んで内部が凍結しないような防雪フードを設けてください。●室内機の吸込み口や吹出し口の近くに障害物がある場合、風量が減少したり、風がショートサー
キットを起こし、運転しなくなるなどのトラブルの原因になりますので、風通しの良い場所に設置してください。※設備工事の際は商品付属の据付け工事要領図を必ずご
参照の上、記載事項をお守りいただき、工事を行ってください。●本製品を末永く安心してご利用いただくために、「定期整備契約」をお申込みください。

●商品には保証書を添付しております。お買い上げの際は、必ず保証書をお受取りの上、保存ください。尚、販売店名、お買い上げ日の記載のないものは無効となります。
●パッケージエアコンの補修用性能部品の保有期間は製造打切後9年です。●製造番号は安全確保上重要なものです。お買い上げの際には商品本体に製造番号が
表示されているか、また、保証書記載の製造番号と一致しているかお確かめください。

業務用エアコンを廃棄する場合は、「フロン排出抑制法」に基づき、廃棄から回収まで、すべての引渡し経緯を書類で管理し、適正に処理さ
れたことを確認しなければなりません。業務用空調機器からみだりにフロン類を放出すると、1年以下の懲役または50万円以下の罰金が科せられます。

保証書に
関するお願い

新しい資源の使用量を減らし、使用済みの
製品などから回収した再生資源を使用した
商品を作り、資源循環を推進します。

省エネを徹底的に追求した製品をお客様にお
届けし、商品使用時のＣＯ２排出量削減を目指し
ます。

パナソニック製品は、特定の環境負荷物質※の
使用を規制するEU  RoHS指令の基準値にグ
ローバルで準拠しています。※鉛・カドミウム・水銀・六価
クロム・特定臭素系難燃剤・特定フタル酸エステル

商品の情報はホームページでご確認ください。

商品・修理に関する
お問い合わせは

こちらまで

【ご相談窓口における個人情報のお取り扱い】パナソニック株式会社およびグループ関係会社は、お客様の個人情報をご相談対応や修理対応などに利用させていただ
き、ご相談内容は録音させていただきます。また、折り返し電話をさせていただくときのために発信番号を通知いただいております。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託す
る場合や正当な理由がある場合を除き、第三者に開示・提供いたしません。個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきました窓口にご連絡ください。

https://hvac.panasonic.com/jp/

空調・換気・給湯の相談窓口　

0120-870-199
FAXでの
お問い合わせ

パ ナ は いい空気・給湯

※有人対応：月～土 ９：００～18:00
（日・祝日・年末年始は留守電受付）

フリーダイヤル

携帯OK
R

月～金  9:00 -12:00
13:00 -18:00

フリーダイヤルが
ご利用いただけない場合

音声ガイダンスに従って商品を選択してください

050-3606-7370ＦＡＸ （有料）050-3158-1222

Webフォームでの
お問い合わせ
※技術相談(PAC/VRFのみ)

ZBCT1B122PA 202501-1YE

このカタログの記載内容は
2025年1月現在のものです。

お求めは当店で

〒131-0045
東京都墨田区押上１丁目１番２号  東京スカイツリーイーストタワー

本書からの無断の複製はかたくお断りします。

パナソニック株式会社　空質空調社 
マーケティング本部
日本マーケティングセンター

Panasonic Corporation 2025

パナソニックの業務用空調機器の情報検索に特化したお役立ちサイトです。
商品情報、技術データ、業務支援ツールを１か所にまとめてご提供します。

空調設備向け業務支援サイト
https://hvac.panasonic.com/search/

［対象機種］
オフィス・店舗用エアコン、ビル用マルチ
エ ア コ ン 、ガ スヒ ート ポ ンプ エ ア コ ン

（����年�月時点）

［公開資料］
カタロ グ、仕 様 書 、取 扱 説 明 書 、据 付 工 事 説 明 書 、空 調 設
備設計資料、BIMデータ、CADシンボル、商品画像、自己適
合宣言書、試験成績書 等 （随時データ追加予定）

資料検索を
カンタン、

スピーディに。
2025

発行　2025年　9月　Ｓ技-185

チ

●オフィス・店舗用マルチエアコン　UL6
●ビル用マルチエアコン　高効率　UX6
ビル用システムマルチ 



ごあいさつ

　弊社「2025 年空調設備機器ビル用システムマルチ（R ３２対応）」をお届け致します。

このハンドブックは、ビル用システムマルチの仕様、特性、施工等に係わる資料を集大成したものです。

店舗やオフィスにおける快適性追求の高まり等に伴い、空調機器に求められるニーズは、多彩かつ高度化し

ているのが現状です。そうしたニーズを踏まえ、弊社は絶えざる技術革新と優れたアイデアで「快適空間の

創造」を目指し、斬新な商品を開発してまいりました。

　これらのパナソニック商品をご活用いただき、このハンドブックが少しでも皆様のお役に立つことを願っ

ております。



■ＨＦＣ系冷媒 R ３２について

●このパッケージエアコンはオゾン層を破壊しないＨＦＣ系冷媒（Ｒ３２）を採用しています。
Ｒ３２冷媒は従来の冷媒（Ｒ２２）に比べ、圧力が１. ６倍高くなります。また、冷凍機油も変更しており、
据付工事やサービス時に、水分、ゴミ、従来の冷媒及び冷凍機油などが冷凍サイクル内に混入しないよう注意が
必要です。

●冷媒や冷凍機油の混入を防ぐため、本体チャージ口や据付ツールの接続部分のサイズを従来の冷媒用と違えており、
下記の冷媒（Ｒ３２、Ｒ４１０Ａ）用専用ツールが必要です。

● R ３２は微燃性（A2L）冷媒のため、冷媒漏えい時の燃焼を防止する対策が必要です。
微燃性（A2L）冷媒の取り扱いについては、一般社団法人 日本冷凍空調工業会で定めた
ガイドライン GL-16（JRA GL-16:2023　微燃性（A2L）冷媒を使用した業務用エアコンの
冷媒漏えい時の安全確保のための施設ガイドライン）に記載されています。
R ３２冷媒を使用する業務用エアコンを設置する場合は GL-16 に従い、最初に安全対策が必要かを確認してください。

1. 必要器材
据付工事を行うために、下表に示す工具 ・ 器材（専用ツール）を準備する必要があります。
これらの中で新規に準備する工具 ・ 器材は、必ず専用品としてください。
記号の説明　◎： 新規に準備（R ４１０A、Ｒ３２用としてＲ２２・Ｒ４０７Ｃと使い分けが必要）　△：従来工具の使用可

2. 配管材料について
＜冷媒用部材＞

Ｒ３２、Ｒ４１０Ａ用の配管を使用してください。
銅管の肉厚についてはＪＩＳ　Ｂ８６０７“冷媒用フレアおよびろう付け管継手”フレアおよびろう付けで規定
され、Ｒ３２、Ｒ４１０Ａで使用される銅管の肉厚は下表に示す通りです。

市場には肉厚 0.7 ｍｍなどの薄肉厚の
銅管も存在しておりますが、絶対に使用
しないでください。

●材質：JIS H3300「銅管及び銅合金継目無管」C1220T の りん脱酸銅を使用してください。
（外径φ 22.22 以上の配管は－ 1/2H 材、H 材、その他は－ O 材）

使用する機器 用途 工具・器材の使い分け
ゲージマニホールド 真空引き冷媒充填

及び運転チェック
◎新規に準備、R32、R410A 用

チャージングホース ◎新規に準備、R32、R410A 用
チャージングシリンダー 冷媒充填 使用不可（冷媒充填計りによること）
ガス漏れ検知器 ガス漏れチェック ◎新規に準備
真空ポンプ 真空乾燥 逆流防止アダプタを取り付ければ使用可
逆流防止付き真空ポンプ 真空乾燥 △ R22（従来品）
真空ゲージ 真空乾燥 △ R22（従来品）
フレアツール 配管のフレア加工 △寸法の調整で使用可
ベンダー 配管の曲げ加工 △ R22（従来品）
冷媒回収機 冷媒の回収 ◎ R32、R410A 用
トレクレンチ フレアナットの締め付け ◎φ 12.7、φ 15.88 は専用
パイプカッタ 配管の切断 △ R22（従来品）
冷媒ボンベ 冷媒充填 ◎ R32、R410A 用

識別：冷媒名記載
溶接機・窒素ボンベ 配管の溶接 △ R22（従来品）
冷媒充填計り 冷媒充填 △ R22（従来品）

配管サイズ（ｍｍ）
O 材 1/2H、H 材

外径 肉厚 外径 肉厚
φ 6.35 0.8 φ 22.22 1.0
φ 9.52 0.8 φ 25.4 1.0
φ 12.7 0.8 φ 28.58 1.0

φ 15.88 1.0 φ 31.75 1.1
φ 19.05 1.2 φ 38.1 1.35 以上

φ 41.28 1.45 以上



３. 室内ユニットと冷媒配管の接続について
フレア接続箇所は漏えい想定箇所になりますので安全判定を行う際はご注意ください。

下記の場合、室内ユニットと冷媒配管の接続は、ISO14903 に適合した
ねじ接合継手（現地調達）を使用してください。

・室内ユニットに冷媒センサーが内蔵されている場合
・天井裏が 2 つ以上の部屋で共有されており、かつ、天井裏に冷媒配管の接続部がある場合
・冷媒漏えいセンサー（別売品）を使用しない場合



空調設備機器ハンドブック　総目次
ビル用システムマルチ (UX6 形，UL6 形 )
１. システム構成編 1-1

２. 設計編 室外ユニット 2-1

３. 制御部品編 3-1

４. 室内ユニット
仕様編

４方向天井カセット形 U6U 4-2-1-1
大容量タイプ　U6DU 4-2-2-1

２方向天井カセット形 4- 3-1

１方向天井カセットスリム形 4- 4-1

１方向天井カセット形 4- 5-1

天井ビルトインカセット形 4- 6-1

ビルトインオールダクト形 4- 7-1

天井吊形 4- 8-1

壁掛形 4- 9-1

床置ダクト形 4-10-1

ペリメーター用床置形 4-11-1

ペリメーター用床置埋込形 4-12-1

天吊形厨房用エアコン 4-13-1

室内ユニット関連事項 4-14-1

５. 別売部品編 5-1

６. 施工編 6-1
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